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1区出土白磁・青磁
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2区出土縄文土器・須恵器・土師質土器

2区出土石器
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3区出土弥生上器・ 須恵器・土師質上器
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4区出土縄文土器・弥生土器
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5区出土弥生土器・須恵器・ 土師質土器
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6区出土弥生上器
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31-11

7区  SD05出 土上師器

6区出土弥生上器・須恵器
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7区  SK01出 土須恵器

35-2

7区  SK03出 上須恵器
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7区出土縄文土器・土師器・須恵器 。土師質土器
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7区出土石器

8区出土縄文土器・土師質上器

45-1

8区出土石器
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コ ー  ド 引ヒ糸華 東経

調査期間 調査面積
r
調査原因

市町村 遺跡番号

うしろだに5

後谷V 島根県簸川郡

斐川町大字
しゅっさい

出西

32401 Y197 35B蓋

21うひ

45ん少

132爆韮

48うチ

31雅少

第1次

199207僧 199303

1区
2区
3区
4区

０

０

０

０

２

４

５

５

４

２

５

補助事業

第2次

199312～ 199403

5区  60

第3次

199407～ 199503

6区
7区

５

０

７

９

第4次

199510～ 199601

8匝こ  100

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

後谷V 官衛跡 奈良～
平安時代

総柱掘立柱建物
総柱礎石建物

奈良～平安時代
の須恵器・土師

質土器・ 白磁・

青磁

出雲郡家の正倉跡を検出

掘立柱から礎石建物に建
て替えられた律令時代の

正倉の様子がよくわかる。

縄文土器

弥生土器
土師器

石器 (打製石斧

磨製石斧)

縄文や弥生土器が出土したこ
とで原始古代の遺構が付近に

存在する可能性を残した。
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